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古くから日本庭園に栽培され、花
びらのない小さな花を多数つけま
す。赤くなった果実は、 「千両」
とも呼ばれ、正月の「縁起物」と
して飾られます。

センリョウ

2026年3月5日号

赤い実がよく目立ちます。西日本
では、柏（かしわ）のかわりに、
この丸い若葉で端午の節句の餅を
包み柏餅とします。また、根茎は
薬用にされるなど、昔からよく利
用されてきた植物です。

サルトリイバラ（実）

マンリョウの花
（7月上旬～8月上旬）

実

ムサシアブミ（実）
トウモロコシのような形の赤い実
が、ごろっと倒れています。赤く
て美味しそうに見えますが、有毒
で食べられません。

水生植物園で
みられます

路傍植物園で
見られます

カマキリの仲間は卵で冬を越し
ます。オオカマキリの卵のうは、
マシュマロのような形が特徴。
水生植物園や武蔵野植物園の低
い木や背の高い草によく見られ
ます。

オオカマキリ（卵のう）

コカマキリ
薄茶色で細長い
形。杭や壁など
の人工物によく
見られます。

ハラビロカマキリ

色が濃くてツヤがあ
るのが特徴。木の幹
や枝などによく見ら
れます。

オオカマキリ
マシュマロのよ
うな形が特徴。
低い木や背の高
い草によく見ら
れます。

オオカマキリ

じたい

ムクロジ（実）
実の中に入っている黒い種子は、
羽根突きの羽の球や数珠に利用さ
れます。また、果皮は界面活性作
用がある 「サポニン」を大量に
含み、昔は石鹸の代用とされまし
た。

園路に
落ちています

↓種子

↑果皮

「吉野様へ」
先週とあまりかわっておりませんが、見
ごろの案を作成しました。お気になさら
ず、内容はどんどん変えていただければ
と思います。お手数をおかけいたします。
どうぞよろしくお願いいたします。（ユ
キワリイチゲとバイモは今日の写真で

す。)
２６・０２・２３こむろ！

ソーセージのような穂が崩れ、綿
毛のついたたくさんの果実が姿を
見せています。強い風が吹くと、
綿毛と果実が飛びだします。

ヒメガマ（実）

水生植物園で
みられます

路傍植物園で
みられます

全域で
みられます

今週はここに注目！

ヒロハノアマナの
花が見頃です。

小さな紫色の花が咲きはじめまし
た。葉は、野菜のミツバ（セリ
科）によく似ています。名前の
「一華（いちげ）」はイチリンソ
ウ(別名イチゲソウ）の仲間であ
ることによります。

ユキワリイチゲ

花（8～9月）

ヤマガラ
お腹は褐色。喉の黒い部分は三
角形です。エゴノキの実を好ん
で食べます。あまり人を恐れず、
地面に降りて木の実を拾い、枝
の上で食べています。

武蔵野コースで
出会えるかも

スギナ（つくし）
つくしは、スギナの胞子茎（胞子を
つけるための茎）で、春の風物詩と
しておなじみです。食用にもされま
す。小さくて見つけにくいですが、
是非探してみてください。
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路傍植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

春に咲くスミレのハート型の若
葉が見られます。人家近くの道
端から山地まで、ごくふつうに
生育するスミレです。花の色は
薄い青紫色をしています。

タチツボスミレ（葉）

ヤブレガサ（芽生え）
芽生えた時期の姿が、
破れた和傘に似てい
ることから「破傘
（やぶれがさ）」と
名前がつきました。 成長した葉

（4月）

キジバト
日本にいる野生のハトです。地面にあ
る落ち葉に頭を突っ込んで、餌を探す
様子がよく見られます。赤褐色の羽縁
が特徴で、お寺や公園で群れている灰
色の「ドバト」とは異なる種類です。

ガサっ！と
音がした場所を
探してみよう

細長い若葉が路傍植物園
や武蔵野植物園のあちこ
ちに伸びてきました。
バイモは観賞用によく栽
培されていて、春には白
い花を咲かせます。

バイモ（葉）

花（3月頃）

花（3月頃）

★園内での
動植物の採
集は禁止で
す。大切に
見守ってく
ださい。

花がたくさん咲いています。
ふきのとうは、フキの「花がつ
く茎（花茎）」にあたり、山菜
としてもおなじみ。葉はつくだ
煮などのほか、咳止めなどの民
間薬としても利用されています。

フキ (花)

花はとても美しいですが、植物全体
が有毒です。特に実は、毒の包含量
の多さから劇物に指定されています。
神社や墓地によく植えられますが、
これはかつて土葬の際に、シキミを
墓の周囲に植え、野生動物の掘り返
しを防いだことによります。

シキミ

果実が割
れた様子
（雌株）

いい香りが
します

ノシラン（実）

コバルトブルーの綺麗な実を
つけています。ノシランの名
前は、花茎（花だけつける
茎）が平らで熨斗（のし）に
似ていることからついたと言
われています。

アオイスミレ
春先にもっとも早く咲くスミレの
一つです。地面にへばりつくよう
な低い位置に、小さな花を咲かせ
ます。花は紫～白色で花弁がやや
波打ちます。

上を見上げて
みてください

淡紫色の花が咲いています。葉は、
野菜のミツバ（セリ科）によく似て
います。名前の「一華（いちげ）」は
イチリンソウ(別名イチゲソウ）の仲
間であることによります。

ユキワリイチゲ

武蔵野植物園と
路傍植物園で
見られます

ユキワリイチゲ
の葉

カルガモ
街中の公園でもみられる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。
２羽で行動しているのはカップル
かもしれませんね。今年も園内で
の繁殖が期待されます。

水辺で
みられます

細長い若葉が路傍植物園
や武蔵野植物園のあちこ
ちでグングン成長してい
ます。
バイモは、春には白い花
を咲かせます。よく見る
と小さなつぼみが見えま
す。

バイモ（葉）

つぼみ（２月）

花（3月頃）

アセビ
壺形のかわいらしい花が鈴なり
に咲いています。
株全体に毒をもっています。
漢字で書くと「馬酔木」。ウマ
が食べると酔ったようになり、
苦しむことからとこの名がつい
たといわれます。 カタクリ

の花
（３月）

カタクリ

白い花が咲き始めました。「甘菜
（アマナ）」の名前は、地中のま
るい鱗茎が食用となり、甘みがあ
ることによります。花は、日が当
たると開き、天気が悪いとあまり
開きません。

アマナ 代表的な早春の花「カタクリ」
が咲き始めました。雪国に多く、
林内に群生する植物です。かつ
ては地下茎から片栗粉が作られ
ました。

春に咲く代表的なラン、春蘭
（シュンラン）。里山にも自生
し花が比較的大きく、姿が美し
いので観賞用に栽培されます。

シュンラン

似たもの同士をくらべてみよう！

「甘菜」の名前は、地中のまるい鱗茎（りんけい）が
食用となり、甘みがあることによります。花は、日が
当たると開き、天気が悪いとあまり開きません。

~アマナとヒロハノアマナ～

ヒロハノアマナアマナ

ヒロハノアマナはアマナに比べて葉が広く、
中央に白い筋があります。

☆見分けポイント☆

ヤブツバキ

地面に散った花

寒い冬に咲き始め、４月上旬ま
で花が見られます。メジロやハ
ナアブなどが花を訪れ、花粉を
運びます。花は丸ごと散ります。


	タイトルなしのセクション
	スライド 1


